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　というわけで、2016 年 11 月のスーパームー

ンのとき、すったもんだの末に「一応」月の写真

が撮れたこともあり、今年はめったに見られない

「赤い月」を撮ってやろうと考えていた。ところ

が、2018年1月31日の皆既月食は生憎の天気で、

写真が撮れなかったばかりか、肉眼で見ることも

できなかったので結構くやしかったのである。実

際には準備らしい準備は何もしていなかったのだ

から、悔しがる資格はなかったというのが本当の

ところであるが。

　先日、国立天文台のホームページの「ほしぞら

情報 2018」を見ていたら、7月に「2018 年最

小の満月・皆既月食」とあった。リンクをたどる

と、7月 28 日の満月は 2018 年で最小で、しか

も皆既月食が起こると書いてあった。7月 28 日

である、1月とは異なり寒さに震えることもない

であろうし、天気次第で「赤い月」が拝めて、月

のそばにはこちらも赤い火星が見えるという。頭

のなかでは赤い月と火星が並んだ写真を思い浮か

べ、すでに仇を取ったような気分である。

　しかし、世の中はそんなに甘くない。情報をよ

く見ると、「おおよそ東北地方以西で月の入りの

前に皆既食を迎え、月は皆既食のまま沈みます。」

と書いてある。満月で月の入りの前、といえば早

朝である。部分食の始まりは 3時 24 分過ぎで、

皆既食の開始は 4時 30分、食が最大となる時刻

は 5時 21 分過ぎで、月の入りは 5時 30 分頃と

のことである。　　

　これを見て、次に見たのは 7月のカレンダー

である。すると、7月28日は土曜日であった。ま、

土曜日だから一晩寝なくてもどうにかなるか、と

楽観的に考える。しかし、本当に起きていられる

かどうかは、また別の問題である。いずれにせよ、

3か月ほど先のことであり、これから月食の写真

の撮り方を調べ、タイムラプスなども撮ってみた

いなどと、分不相応なことを勝手に考えている。

そう言えば、世の中には、ポータブル赤道儀なる

ものが存在し、星空や月の写真撮影も敷居が低く

なっているようである。やはり、金がものを言う

世の中ではある。
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